
物
価
高
騰
対
策
支
援

個
人
市
県
民
税
の
定
額
減
税
を
実
施

　
賃
金
上
昇
が
物
価
高
に
追
い
付

い
て
い
な
い
国
民
の
負
担
を
緩
和

す
る
た
め
、
デ
フ
レ
脱
却
の
た
め

の
一
時
的
な
措
置
と
し
て
、
令
和

６
年
度
分
の
個
人
市
県
民
税
の
減

税
を
実
施
し
ま
す
。

▼
減
税
額

　
令
和
６
年
度
個
人
市
県
民
税
に

つ
い
て
、
納
税
義
務
者
の
所
得
割

額
か
ら
、
以
下
の
減
税
額
の
合
計

額
を
控
除
し
ま
す
。

▽
本
人　
１
万
円

▽
配
偶
者
を
含
む
扶
養
親
族

　
（
国
外
居
住
者
を
除
く
）

　
１
人
に
つ
き
１
万
円

▼
対
象
者

　
令
和
５
年
中
の
合
計
所
得
金
額

が
１
８
０
５
万
円
以
下
の
個
人
市

県
民
税
所
得
割
の
納
税
義
務
者

※�

実
施
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

定
額
減
税
の
恩
恵
が

受
け
ら
れ
な
い
方
へ

定
額
減
税
補
足
給
付
金
を
支
給
し

ま
す

　
物
価
高
騰
対
策
支
援
に
係
る
定

額
減
税
の
恩
恵
が
十
分
に
受
け
ら

れ
な
い
と
見
込
ま
れ
る
方
に
は
、

調
整
給
付
金
と
し
て
差
額
を
給
付

し
ま
す
。

▼
給
付
額

　
納
税
義
務
者
お
よ
び
配
偶
者
を

含
め
た
扶
養
親
族
の
数
に
基
づ
き

次
の
計
算
式
で
算
出
し
た
額

　
給
付
額
＝
①
＋
②
の
合
算
額　

　
※
万
円
単
位
に
切
り
上
げ

①
所
得
税
分
定
額
減
税
可
能
額

［
３
万
円
×（
本
人
＋
扶
養
親
族
数
）］

−

令
和
６
年
分
推
計
所
得
税
額

※
＝
所
得
税
分
控
除
不
足
額

②
個
人
市
県
民
税
所
得
割
分
定
額

減
税
可
能
額

［
１
万
円
×（
本
人
＋
扶
養
親
族

数
）］−

令
和
６
年
度
分
個
人
市
県

民
税
所
得
割
額
＝
個
人
市
県
民
税

分
控
除
不
足
額

※�

令
和
５
年
分
所
得
税
額
を
用
い

て
令
和
６
年
分
を
推
計
し
ま
す
。

▼
対
象
者

　
定
額
減
税
の
対
象
者
で
、
定
額

減
税
額
が
所
得
割
額
を
上
回
る
と

見
込
ま
れ
る
方（
対
象
世
帯
に
は
、

市
か
ら
確
認
書
を
送
付
し
ま
す
）

※
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

《
問
合
せ
》

定
額
減
税
に
関
す
る
こ
と

税
務
課
☎
21
－
９
０
４
５

定
額
減
税
補
足
給
付
金
に
関
す
る

こ
と

社
会
福
祉
課（
給
付
金
担
当
窓
口
）

☎
21
－
９
０
０
５

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
料
品
価
格
な

ど
の
物
価
高
騰
で
家
計
へ
の
負
担

が
増
え
て
い
ま
す
。
特
に
家
計
へ

の
影
響
が
大
き
い
住
民
税
非
課
税

世
帯
な
ど
に
生
活
支
援
給
付
金
を

支
給
し
ま
す
。

▼
対
象
者

　
２
０
２
４
年
度
に
新
た
に
住
民

税
非
課
税
と
な
る
世
帯
ま
た
は
24

年
度
に
新
た
に
住
民
税
均
等
割
の

み
課
税
と
な
る
世
帯

▼
支
給
額

　
１
世
帯
に
つ
き
10
万
円

　
18
歳
以
下
の
子
ど
も
が
い
る
場

合
、
子
ど
も
一
人
に
つ
き
５
万
円

を
追
加
支
給

▼
基
準
日

　
６
月
３
日（
月
）

▼
支
給
時
期

　
７
月
下
旬
以
降（
予
定
）

※�

対
象
世
帯
に
は
市
か
ら
確
認
書

を
発
送
す
る
予
定
で
す
。

住
民
税
非
課
税
世
帯
な
ど
に

住
民
税
非
課
税
世
帯
な
ど
に

生
活
支
援
給
付
金

生
活
支
援
給
付
金
をを支

給
支
給
し
ま
す

し
ま
す

　

価
格
高
騰
生
活
支
援
給
付
金

（
２
０
２
３
年
７
月
〜
24
年
４
月

に
１
世
帯
当
た
り
３
万
円
と
７
万

円
を
支
給
）お
よ
び
住
民
税
均
等

割
の
み
課
税
世
帯
生
活
支
援
給
付

金（
２
０
２
４
年
４
月
〜
７
月
に

１
世
帯
当
た
り
10
万
円
を
支
給
）

の
支
給
対
象
世
帯
は
上
記
の
給
付

金
の
対
象
世
帯
に
な
り
ま
せ
ん
。

《�

問
合
せ
》社
会
福
祉
課（
給
付
金

担
当
窓
口
）☎
21
－
９
０
０
５
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共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〜
障
害
者
差
別
解
消
法
〜

　
障
害
者
差
別
解
消
法
で
は
、
行
政
機
関
や
事
業
者
に
対
し
て
、
障
害
を
理
由
と
す
る
不
当
な
差
別
的
取
扱

い
を
禁
止
す
る
と
と
も
に
、
障
害
の
あ
る
人
に
対
す
る
合
理
的
配
慮
の
提
供
を
求
め
る
こ
と
な
ど
を
通
じ
て
、

共
に
生
き
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
法
律
に
お
け
る
障
害
者
と
は
、
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人
だ
け
で
は
な
く
、
難
病
の
方
や
、
心

や
体
の
働
き
に
障
害
が
あ
り
、
社
会
の
中
に
あ
る
バ
リ
ア
に
よ
っ
て
、
日
常
生
活
や
社
会
生
活
に
制
限
を
受

け
て
い
る
人
全
て
で
す
。�

《
問
合
せ
》
社
会
福
祉
課
☎
24
－
７
０
３
３

「
不
当
な
差
別
的
取
扱
い
」の
禁
止

　
正
当
な
理
由
な
く「
障
害
が
あ
る
」

と
い
う
理
由
だ
け
で
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
を
拒
否
し
た
り
、
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
際
に
場
所
や
時
間
を
制
限
す

る
な
ど「
障
害
の
な
い
人
と
異
な
る

取
扱
い
」を
し
て
障
害
の
あ
る
人
を

不
利
に
扱
う
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
判
断
さ
れ

る
場
合
は
、
そ
の
理
由
を
丁
寧
に
説

明
し
、
理
解
を
得
る
よ
う
に
努
め
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

合
理
的
配
慮
の
提
供

　
障
害
の
あ
る
人
か
ら
、
社
会
の
中

に
あ
る
バ
リ
ア
を
取
り
除
く
た
め
の

申
し
出
が
あ
っ
た
と
き
に
は
、
負
担

が
重
す
ぎ
な
い
範
囲
で
対
応
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
障
害
の
あ
る
人
と
事
業
者
が
話
し

合
い
、
お
互
い
に
理
解
し
合
い
な
が

ら
共
に
対
応
案
を
検
討
す
る
こ
と
が

重
要
で
す
。

　
障
害
の
あ
る
人
か
ら
の
申
し
出
へ

の
対
応
が
難
し
い
場
合
で
も
、
双
方

が
持
っ
て
い
る
情
報
や
意
見
を
伝
え

合
う
こ
と
で
、

実
現
可
能
な
手

段
を
見
つ
け
ら

れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

・�

保
護
者
、
介
助
者
が
い
な

い
か
ら
と
一
律
に
入
店
を

断
ら
な
い

・�

障
害
の
あ
る
人
向
け
の
物

件
は
な
い
と
い
っ
た
対
応

を
し
な
い

・�

高
い
場
所
に
あ
る
商
品
を

代
わ
り
に
取
っ
て
渡
す

・�

本
人
の
意
思
を
確
認
し
な

が
ら
書
類
の
記
入
や
タ
ッ

チ
パ
ネ
ル
操
作
な
ど
を
代

行
す
る

エコエコな　な　
えええこえことと
やってみよう！やってみよう！

第21回
この暑さは
特別なの？

　
脱
炭
素
を
推
進
す
る
た
め
、
身

近
な
環
境
問
題
と
家
庭
で
で
き
る

エ
コ
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

《�

問
合
せ
》
コ
ウ
ノ
ト
リ
共
生
課

脱
炭
素
推
進
室

　
☎
21

−

9
1
3
6

　
答
え
は「
い
い
え
」で
す
。
国
連

の
グ
テ
ー
レ
ス
事
務
総
長
は
、
昨

年
７
月
に「
地
球
温
暖
化
の
時
代

は
終
わ
り
、
地
球
沸
騰
化
の
時
代

が
到
来
し
た
」と
発
言
し
、
危
機

感
を
示
し
ま
し
た
。
世
界
各
地
で

７
月
の
平
均
気
温
が
過
去
最
高
を

更
新
し
、
熱
波
や
干
ば
つ
な
ど
の

被
害
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。
気
象

庁
は
今
年
も
暑
い
夏
に
な
る
と
予

測
さ
れ
て
ま
す
。
こ
れ
ら
の
現
象

は
偶
然
や
確
率
の
も
の
で
は
な
く
、

世
界
中
の
科
学
者
が
警
鐘
を
鳴
ら

す
と
お
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。

少
し
の
エ
コ
の
積
み
重
ね
を

　
「
地
球
沸
騰
化
」を
食
い
止
め
る

に
は
、
何
を
す
れ
ば
い
い
の
で

し
ょ
う
か
？　

大
切
な
こ
と
は
、

一
人
一
人
が
環
境
意
識
を
持
ち
、

生
活
に
お
け
る
選
択
や
行
動
を
少

し
エ
コ
に
変
え
る
こ
と
を
、
毎
日

コ
ツ
コ
ツ
と
や
り
続
け
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

無
理
な
く
で
き
る
エ
コ
な
こ
と

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た

エ
コ
な
行
動
が
た
く
さ
ん
発
信
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
「
日
が
差
す
日
中
を
避
け
、
朝

の
涼
し
い
時
間
を
有
効
に
活
用
す

る
」「
冷
房
は
地
域
で
も
家
の
中
で

も
で
き
る
だ
け
１
カ
所
で
シ
ェ
ア

す
る
」「
冷
た
い
水
道
水
を
溜
め
て

足
を
冷
や
す
」な
ど
、
暑
さ
を
我

慢
す
る
の
で
は
な
く
、
発
想
を
変

え
て
無
理
を
せ
ず
に
で
き
る
エ
コ

な
行
動
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
皆
さ
ん
が
少
し
で
も
多
く
エ
コ

な
行
動
を
知
り
、
エ
コ
な
行
動
を

数
多
く
積
み
上
げ
て
い
く
こ
と
こ

そ
が
、
地
球
や
未
来
を
守
る
こ
と

に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
一
人
で
も
多
く
の
方
が
エ
コ
な

行
動
を
積
み
重
ね
て
く
れ
る
こ
と

を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
暮
ら
し
の
エ
コ
を

す
す
め
る
但
馬
の
会
）

例えば
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